
保健師養成コースの 
ディプロマポリシー 

1. 社会資源が限られた条件下や予測不可能な事象に対して自ら対応策・解決策を見出し、提案できる 
2. 多様な文化的背景・価値観を尊重し、グローカルおよびボーダレスに健康課題の解決に貢献できる 
3. 公衆衛生看護活動に必要な多様な職種・分野と協調し、具体的な対応策を見出し、合意形成に至るプロセスに

貢献できる 
4. 公衆衛生看護学分野における先導的活動を実践できる 
5. 公衆衛生看護学分野における教育的リーダーシップを発揮できる 
6. 公衆衛生看護学分野における知の創造と研究成果の実践への応用ができる 

公衆衛生看護学特論 

研究方法特論Ⅰ 

研究方法特論Ⅱ（疫学） 

保健学研究の統計的理論と実践（保健統計学） 

産業保健学 
健康支援技術論 

公衆衛生看護学原論 

公衆衛生看護活動 
展開論 

公衆衛生看護支援論 

ヘルスプロモーション特論 

公衆衛生看護学セミナー 
公衆衛生看護学分野特別研究 

学校保健学 

産業保健学演習 

公衆衛生看護管理学 公衆衛生看護管理実習 

地域診断学演習 公衆衛生看護学演習 公衆衛生看護学実習 

健康危機管理論 

保健医療福祉行政論 健康政策学 

保健師養成コースのカリキュラムツリー 

2年次 1年次 

保健医療データ解析学 

社会調査法 
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